
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県立山元支援学校 校訓  
【元気に】 健康 

【仲良く】 友愛・社会性 

【一歩ずつ】主体性・着実に 

平成 30 年 10 月 11 日発行 

御  礼 

教頭 井上 健一 

 

 創立４０周年記念式典やまよう祭が無事に終了いたしました。保護者の皆様には，PTA 役員の方々を中

心に，多大なる御協力をいただきました。大変ありがとうございました。６０人を超える来賓の方々の接

待や綿菓子の準備などは，大変だったと思います。しかし，おかげさまで，子どもたちは，それぞれ新たな

挑戦をすることができたと思います。今後も，保護者の皆様に御協力をいただきながら，子どもたちの新

たな挑戦をサポートしていきたいと思っております。１１月２３日の勤労感謝の日には，PTA 主催で，炊

き出し訓練を実施する予定です。これを新たな挑戦とする子どもたちがいるかもしれません。子どもたち

の新たな挑戦を見守るのは，楽しいものです。なんとか成功させようとしている姿は，大変美しいと思い

ます。たとえ結果がついてこなくても，挑戦することで，子どもたちは必ず成長していると思います。１１

月２３日を心から楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

  さて，今日から後期が始まります。高等部，中学部の修学旅行をはじめ，さまざまな行事が計画されてい

ます。もちろん日々の授業も，充実した内容で行っていきます。子どもたちには，山元支援学校で過ごす時

間を，これまで通り全力で味わってもらいたいと思っています。そのためには，これまでのように，保護者

の方々の御協力が必要です。今後とも変わらぬ御支援をよろしくお願い申し上げます。    

平成３０年９月２９日(土) 

本校は昭和 53年に「宮城県立山元養護学校」として開校し，今年度 40 周年を迎えました。式典前

に，高等部２年生大渕夏海さんのピアノ，同じく鈴木悠さんのトロンボーン演奏が行われました。毎

日練習した成果もあって，自信をもって素晴らしい演奏をしていました。式典では県の髙橋教育長，

宮城病院永野院長から，御祝辞をいただきました。また，本校の教育活動に御協力いただいている宮

城病院様，静和園様，地球村様，大吉様へ感謝状を贈呈しました。最後に，児童生徒代表として，高

等部３年水戸聖人さんが，今後も児童生徒会長として全力を尽くしていくという決意を堂々と発表し

ました。たくさんの御来賓や保護者の方に御臨席いただき，誠にありがとうございました



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生を中心に，会場からどよめきが起きるほど

威勢の良い勇壮な踊りを披露しました。 

楽しいテレビ番組のような

構成で，学年毎に学習の様子

を発表しました。熱の入った

演技に，大きな声援が贈られ

ました。 

一人一人しっかりと自分の役を果たし，

観客席から温かい拍手をいただきました。 

投票で選ばれたマス

コットキャラクターが

発表されました。 

副会長の佐久間仁美さんが，観覧の

お礼と販売のお知らせをして，ステー

ジの部を終了しました。 

劇，ダンス，歌をとおして仲間と

心をひとつにする大切さを訴え，会

場の感動を誘いました。 

高等部ではバーコード
が導入され，会計担当の
生徒はスムーズに接客を
行っていました。 

中学部では，作業学習で製作し

た紙すきのカレンダーや，御祝儀

袋を販売しました。しっかりとし

た呼び込みで大盛況でした。 

「第３３回 障害者による 

書道・写真全国コンテスト」 

宮城県大会 

写真部門 銅賞  

村上 光男さん 

書道部門 佳作  

大久保孝彦さん 
銅賞受賞作品「夏のあじさい」 

あすなろ教室訪問１年生の２名が出品し，入

選を果たしました。２作品は１１月１４日から

１９日まで大崎市民ギャラリー緒絶の館第４

展示室，１２月３日から７日まで県庁行政庁舎

２階（回廊壁面）に飾られます。御覧ください。 

 なお，村上さんの作品は全国コンテストへ出

品されます。おめでとうございます。 


